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壬生町立南犬飼中学校長 山口 幸雄

Ａ：3学期がスタートしました (1/8)
新年あけましておめでとうございます。８日、始業式が行われ、令和元年度３学

期が始まりました。式の冒頭では各学年代表(1年：〇〇〇〇さん、２年：〇〇〇〇
さん、３年：〇〇〇〇さん)が前学期の反省をもとにしての３学期の抱負を堂々と
発表してくれました。

「校長の話」では、
今年の箱根駅伝ではＡ大学が新記録で優勝しました。Ａ大学の部員たちは『谷間の
世代』と呼ばれ、秀でた選手がおらず、時間にルーズで、あいさつがよくできない)
と呼ばれていました。そんな学生たちに対して監督が取り組ませたことは

① 練習開始や寮の門限を守らせること
② きちんとしたあいさつができるようにすること
③ 意欲をもって主体的に練習に取り組めるようにすること

だったそうです。その成果は徐々に現れ、見事優勝候補を引き離しての総合優勝を飾ることがで
きたそうです。この①～③は皆さんの学校生活にも通じるものがあります。

☆時間を守ると→早めの行動でゆとりが生まれ、慌てて転倒することの予防
ができる。また早く準備ができたことによりプラスαの用
事ができる。

☆あいさつができるようになると→笑顔のあいさつは人間関係の潤滑油とな
り友達とのトラブルや勘違いを減らすことができる。

☆主体的に行動できるようになると→自分で決めた目標をひとつひとつクリアすることで
次の目標にさらに意欲的に取り組めるようになる。

◎“基本的な生活習慣”をきちんと身に付けるということは当たり前のことをごくごく当た
り前にこなすことです。簡単なことのようだがいつも頭の片隅に置き、忘れずに大切にし
てほしいです。３学期は５１日間、かぜやインフルエンザが流行する時期ではありますが
自分の体をいたわりながら力（自分らしさ）を発揮してほしいです。と生徒たちに呼びか
けました。

Ｂ：租税教室 (12/9)

『納税の重要性を理解させ、将来の納税者としての自覚を持たせる。』
を目的として本町の税理士である〇〇〇〇〇様に講話を聞かせていただ
きました。

【生徒の感想】
〇税理士の先生のお話、ビデオを見て税金とはどれほどの意味を持つ
のか、公民と合わせて改めて知ることができた。私は高負担でも高
福祉の方がよいなと自分の考えを持つことができた。

〇小学生の時には消費税は少ないほうがいいなと思っていたけど実際
には増やさないとできないことがあるんだなと思った。 １億円のレプリカ

Ｃ：平成３年度卒業生の皆さんから寄付金をいただきました

平成３年度の卒業生の皆さんが同窓会を開催したときに募金を行い、本
校に寄付をしていただきました。いただいたお金でテントを１張購入しま
した。誠にありがとうございます。大切に使わせていただきます。次年度
の運動会でお披露目いたします。



Ｄ：とちぎ未来大使「夢」講座 （12/20）
本校出身シンガーソングライターで「かんぴょう大使」、「とちぎ

未来大使」としてご活躍中のサトウヒロコさんが１年生を対象に「職
業と私 ～夢との付き合い方」とう演題で約１時間、歌とお話を聞
かせてくださいました。高校生の頃、学校から離れてしまった期間
があったことやストリートライブを続けて夢を追い求めたことなど
回り道しながらも夢を追い続けた話を聞かせていただきました。あ
っという間に時間が過ぎてしまいました。

【1年生の感想】
〇サトウさんの話で「楽な道を選ぶな、逆に
苦しくなる」という話がとても心に響きま
した。僕も今後意識して生活したいです。

〇２０年間シンガーソングライターとして歩
んできた道がどれだけ大変で辛かったかが分かりました。「とにかく諦
めずに最後までやり遂げることが重要」ということが一番心に残りまし
た。

〇「やらないと やるで悩んで 全部やる」という五七五、心に響きま
した。何でも正解って言われ、私も好きなことに向かっていきたいと
思います。歌、とてもステキでした。

Ｅ：新生徒会役員が決まりました

12月13日生徒会立会演説会並びに投票が行われ、開票の結果、新生徒会役員が決まりました。
新役員の皆さん、“向い原魂”を継承しつつなおかつ新たな伝統づくりをお願いします。

・会 長 〇〇 〇〇さん （２年）

・副会長 〇〇 〇〇さん （２年）

・副会長 〇〇 〇〇さん （１年）

・書 記 〇〇 〇〇さん （２年）

・書 記 〇〇 〇〇さん （２年）

・書 記 〇〇 〇〇さん （１年）

・会 計 〇〇 〇〇さん （２年）

・会 計 〇〇 〇〇さん （２年）

・会 計 〇〇 〇〇さん （１年）

Ｆ：「壬生町二十歳の集い」ボランティアに参加 (1/12)
第７１回壬生町二十歳の集い(成人式)にボランティア

として本校生徒２９人(1年:11人、2年:14人、3年:4人)
が参加しました。多くのボランティア参加者が達成感や
自己肯定感を味わうことができました。

【参加生徒の感想】
・「おめでとうございます。」と言ったら「ありがとうご
ざいます。」と返してくれた方がいてうれしかった。

・一生に一度の大切な成人式に立ち会うことができて感
動した。みんなとてもきれいだった。

・自分たちもこのように大人になっていくのだと将来を
考えることができた。

きりとりせん

「其養根」をお読みいただきありがとうございます。ご意見やご感想、地域で
の中学生の様子などをお知らせください。

年 組 お名前


